
中学３学年

『故郷』（魯迅）

「作品の批評文を交流し合い、社会の中で生きる人々について考えよう」

「読むこと」領域におけるICT活用例



単元について

•本教材の主題

作品の批評文を交流し合い、社会の中で生きる人々について考
える

•学習指導について

本単元では、批評する活動を通して、表現の仕方、構成や展開
の仕方に着目して作品を読み深め、社会や人間の生き方について
自分の意見をもつことをねらいとする。生徒が自分の考えを広げ
たり深めたりしやすくなるように、単元を課題設定・課題解決・
学習の振り返りで構成し、課題解決において批評する活動を行う。

•学習指導におけるＩＣＴ活用のキーワード

「可視化」 「共有化」 「効率化」



「学習過程」と「指導事項」

構造と内容
の把握

精査・解釈

考えの形成

共有

中学校第３学年〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ読むこと

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉え
ること。

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や
考え方について考えること。

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。

エ 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自
然などについて，自分の意見をもつこと。



[共有化]
[効率化]
ドキュメント
の活用

[共有化]
スライド
の活用

[可視化]
ジャムボード
の活用

「学習過程」と「活用アプリ」

構造と内容
の把握

精査・解釈

考えの形成

共有

・場面の展開や登場人物の設定を捉える

・表現の仕方の側面から「故郷」に描かれてい
る変化したものを読み取る

・表現の仕方の効果について考える
・構成や展開の効果について考える

・評価した内容を受け取ったメッセージとして、
作品の価値について考える
・「故郷」について批評文を書く

中学校第３学年〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ読むこと



「学習過程」と「活用アプリ」

構造と内容
の把握

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方な
どを捉えること。

【学習活動】場面の展開や登場人物の設定を捉える

【ＩＣＴの活用場面】[可視化] ジャムボード

「場面の展開」と「登場人物」を整理する

中学校第３学年〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ読むこと



[可視化]が容易なので、情報を集めたり、整理したりしながら学習を進められる。



[可視化]が容易なので、情報を集めたり、整理したりしながら学習を進められる。



精査・解釈
イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や
考え方について考えること。

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。

【学習活動】表現の仕方の効果や展開の効果から
「故郷」に描かれている変化したものを読み取る

【ＩＣＴの活用場面】[共有化] スライド
「表現の仕方の効果」と「展開の効果」から
作品の中で変化したものを整理する

中学校第３学年〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ読むこと

「学習過程」と「活用アプリ」



学習の流れをテンプレートで準備することで、見通しをもって学習を進められる。

自分の学習をグループで「共有化」し、話し合うことで考えを深められる。

共有



エ 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，
社会，自然などについて，自分の意見をもつこと。

【学習活動】評価した内容をメッセージとして受け取り
「故郷」について批評文を書く

【ＩＣＴの活用場面】[共有化][効率化]ドキュメント

・批評文を書く
・作品を通して考えたことについて、相互に読み合う

考えの形成

共有

中学校第３学年〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ読むこと

「学習過程」と「活用アプリ」



「読み合う」活動には、ＩＣＴ活用での「共有化」の効果が大きい。

他者の書き方や考え、またアドバイスを知る活動の「効率化」が図れるので、新たな視点
をもちやすくなり、自分の考えを広げたり深めたりすることにつながる。

共有



[読み合う活動例：「共有化」するために、こんな方法もあります①]
・フォーム＆スプレッドシート編

教師作成の「フォーム」に生徒が批評文を書き送信する。教師は「スプレッドシー
ト」として一覧にする。１枚の「スプレッドシート」で相互の意見文を「共有」さ
せ、交流させる。



[読み合う活動例：「共有化」するために、こんな方法もあります②]
・フォーム編

○グループのメ
ンバーなどの個
人あてに意見文
を送信できる。
○本文も全て見
えているので、
じっくりと読み、
コメントを返す
ことができる。
▲教師は学習状
況を見取るため
にスプレッド
シートにまとめ
させ提出させる
など、工夫しな
ければならない。



◎ＩＣＴ活用により期待できること

学習過程「考えの形成」における
・試行錯誤による自己評価と
メタ認知の促進

※メタ認知・・・自分の状況を客観的に認識すること

学習過程「共有」における
・言語活動の量的な拡大
・学び合いの質の向上

・調整方略（メタ認知的方略）：自分で設定
した計画や方略を修正しながら学習を進め
ることができる

・モニタリング方略（メタ認知的方略）：目
標や計画が予定通りに進んでいるかを確か
めながら、目標達成に向けて学習を進める
ことができる

自分の学習を客観的に捉えやすくなり、主体的な学びにつながる

「主体的な学びの学習」モデル(2019ベネッセ）

［参考・国語教育（明治図書2022.8月号）・ニュースレター「メタ認知が成績向上に効果」（ベネッセ2019.3）］




